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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [Support] をク リ ッ ク して く

ださい。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ対話形式の技術サポート ツールに手早く効率

的にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 また、 サポート契約が必要な場合

もあ り ます。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do （英語 )
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1

概要

この概要では、 次の項目について説明します。

• OVPI と インタフェースのパフォーマンス、 データ収集

• パッケージのバージ ョ ン履歴

• パッケージの内容、 フォルダーとレポート

• しきい値のルールとアクシ ョ ン

• レポートのカスタマイズ方法

• 追加情報の入手先

OVPI とインタフェースのパフォーマンス

Interface Reporting は、 サービスレベルの管理や容量の問題の評価を行ったり、 潜在的な問題

点を問題が深刻化する前に特定するのに役立ちます。 Interface Reporting のレポート を使用して

実現できる事項の一部を次に示します。

• 例外の監視 ( 廃棄例外、 エラー例外、 使用率例外 )

• 異常の特定 ― ト ランク、 場所、 プロ ト コルを順位付けして表示

• ホッ ト スポッ トの検出 ― 例外が多発しているインタフェース とデバイス

• ベースライン期間中に測定された増加率の順でインタフェースを表示

• 近い将来に使用率のしきい値の超過が予測されるデバイスの特定

• ベースライン期間中に測定した動作状況に基づく今後の使用率の予測

• 曜日別のパフォーマンスの予測

• デバイス、 ト ランク、 または EtherChannel の動作状況をほぼリ アルタイムに監視

• 当日の動作状況を過去の傾向と比較

データ収集

Interface Reporting 4.6 で使用できるデータパイプの一覧を次に示します。

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1
7



OVPI とインタフェースのパフォーマンス
• Interface Discovery Datapipe 2.1

• Interface Reporting Duplex Datapipe 1.0

• Interface Reporting Cisco VLAN Datapipe 2.1

• Interface Reporting OPNET Export Datapipe 2.0

次の表に、 各データパイプの機能を説明します。

バージ ョ ン履歴

次の表に、 Interface Reporting の最近行われた拡張機能の概要を示します。

データパイプ 機能

IR ifEntry Datapipe 2.1 MIB-II の ifTable からデータを収集します。

Interface Discovery Datapipe 2.1 MIB-II の ifTable のインタフェース識別子と構成

データを検出し、 継続的に監視します。

IR Duplex Datapipe 1.0 RFC2665 で定義された MIB の OID 
1.3.6.1.2.1.10.7.2.1.19 をポーリ ングします。 この

OID は、 インタフェースが全二重か半二重かを示し

ます。 MIB から取得した値は、 プロ ト コルの種類の

デフォルト値よ り優先されます。

Cisco VLAN Datapipe 2.1 IR VLAN パッケージの VLAN レポート用の VLAN
構成情報を収集します。

OPNET Export Datapipe 2.0 MIB-II の ifTable データを OPNET と互換性のある

フォーマッ トにエクスポート します。

バージ ョ ン RNS/ 日付 機能 / 拡張機能

2.0 RNS 1.0 - 2002 年 1 月 Sybase のサポート

2.1 RNS 2.0 - 2003 年 1 月 マイナー修正 / 変更

3.0 RNS 3.0 - 2003 年 5 月 OVPI オブジェク トマネージャのサポート

新しい変更フォーム :

• プロ ト コルデフォルトの変更

• インタフェースのプロパティの変更

• インタフェースのカスタマの変更

• インタフェースの説明の変更

• インタフェースポーリ ングフラグの管理

• 管理
8



第 1 章
パッケージの内容

Interface Reporting Report Pack には、 次のレポート フォルダーが含まれています。

• Admin

• Device

• EtherChannel

• Interface

• Location

• Protocol

3.0 RNS 4.0 - 2003 年 10 月 新しいサブパッケージ :
• Etherchannel
• VLAN
Cisco VLAN Datapipe 2.0

4.0 RNS 5.0 - 2004 年 4 月 Oracle のサポート

4.5 RNS 6.0 - 2004 年 8 月 • 新しいフォーム : 優先～の割り当て 
• 新しいフォルダー : ベンダー

• 新しいレポート : 
— ト ップレベルインベン ト リ (Admin フォルダー )
— 優先カスタマ ( 複数 )

• 新しいパッケージ :
UPGRADE_Interface_Reporting_4_to_45.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Device_4_to_45.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Location_4_to_45.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_4_to_45.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_3_to_45.ap

4.6 RNS 7.0 - 2004 年 11 月 • 例外レポートの制約を廃止

• イーサネッ トのデフォルト を全二重に変更

• ベンダーテーブルに Cisco 806 を追加

• VLAN レポートの統計情報の更新

• Cisco VLAN Datapipe 2.1

• 新しいパッケージ :
UPGRADE_Interface_Reporting_45_to_46.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Device_45_to_46.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Location_45_to_46.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_45_to_46.ap
UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_45_to_46.ap

バージ ョ ン RNS/ 日付 機能 / 拡張機能
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パッケージの内容
• Vlan

Device、 Location、 Protocol、 および Vendor フォルダーのレポートは、 カスタマごとに情報を

表示します。 最初の手順は、 カスタマの選択です。 カスタマを選択する と、 そのカスタマに属す

るデバイス、 場所、 プロ ト コル、 またはベンダーの一覧が表示されます。 

カスタマごとに情報を表示するレポートには、 集約されたデータのみが示されます。 Device
フォルダーでは、 データはデバイスごとに集約されます。 つま り、 すべての有効なインタ
フェース ( 「up」 状態 ( 動作中 ) のインタフェース ) から収集されたデータが、 デバイスごとに

集約されています。 同様に Location フォルダーのレポートは、 有効なインタフェースのデータ

を場所ごとに集約し、 Protocol フォルダーのレポートは、 有効なインタフェースのデータをプ

ロ ト コルごとに集約します。

Interface フォルダーのレポートは、 インタフェースごとに情報を表示します。 各レポートの先頭

にはテーブルが表示され、 テーブルの最初の列にはデバイスの一覧が、 2 列目にはインタフェー

スの一覧が表示されます。 

フォルダーの内容

フォルダー フォルダーの内容

Admin • 設定と ロギング

• インベン ト リ

• システムパフォーマンス

• ト ップレベルインベン ト リ

Interface • 可用性の詳細

• キャパシティプランニング

• 廃棄例外

• エラー例外

• 例外のホッ ト スポッ ト

• サービスのグレード

• 準リアルタイム

• 準リアルタイムスナップシ ョ ッ ト

• サービスレベル管理

• シンプル準リ アルタイム

• ト ップテン

• 到達不能

• 使用率例外

Device • キャパシティプランニング

• 例外のホッ ト スポッ ト

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン
10



第 1 章
レポートの種類

以下に、 パッケージ内の各種レポートについて簡単に説明します。

可用性の詳細。 前日、 ( 少なく と も一時的に ) 使用不能な状態に陥ったインタフェースの一覧を表

示します。

キャパシテ ィプランニング。 ビジー時間使用率を予測し、 インタフェース、 デバイス、 場所、 プ

ロ ト コル、 またはベンダーを増加率の順にソート します。

設定とロギング。 収集の実行方法に関する設定とデータパイプからレポートパッ クに転送される

項目を表示します。 転送される項目に関する情報には、 転送時刻とレポートパッ クにマップされ
た行数が含まれます。

例外数。 廃棄例外、 エラー例外、 または使用率などの各例外が最も多発しているインタフェース
を特定します。

例外のホッ トスポッ ト。 例外数が最も多発している ト ランク、 インタフェース、 VLAN インタ

フェース、 およびデバイスを特定します。

エグゼクテ ィブサマリー。 ボ リ ューム、 例外数、 および使用率をプロ ト コル、 場所、 またはベン

ダー別に集約します。

VLAN • 例外のホッ ト スポッ ト

• 準リアルタイム

• ト ップテン

• ト ラフ ィ ッ ク使用率

Etherchannel • 例外のホッ ト スポッ ト

• 準リアルタイム

Location • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマリー

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン

Protocol • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマリー

• サービスレベル管理

• ト ップテン

• 優先カスタマ

Vendor • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマリー

• ベンダー / モデルの ト ップテン

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン

フォルダー フォルダーの内容
11



しきい値のルールとアクシ ョ ン
サービスのグレード。 最もパフォーマンスに問題のある 10 個のインタフェースを特定し、 使用

率、 エラー、 および廃棄の例外数に基づいて各インタフェースを採点します。

インベン ト リ。 利用可能なデバイスを、 デバイスおよびインタフェースに関連付けられたプロパ
ティデータ と共に表示します。 ト ップレベルインベン ト リは、 カスタマ別のインタフェースの合

計数、 および各メーカーと各モデル別のデバイス数と インタフェース数が表示されいます。

準リアルタイム。 動作中のインタフェース、 ト ランク、 および EtherChannel に関する使用率、

エラー、 廃棄のデータが示されます。 データは、 6 時間前から直前に実行されたポーリ ングまで

の時間範囲に収集されます。 また、 データを日単位と月単位で表示できます。

準リアルタイムスナップシ ョ ッ ト。 1 台または複数のデバイス、 またはデバイスの特定のインタ

フェースごとに、 使用率、 エラー、 および廃棄に関するデータを提供します。 時間範囲は、 準リ
アルタイムと同じです。

優先カスタマ。 これらのレポートは、 選択した優先度の高いカスタマとその管理対象要素につい
て、 可用性、 例外、 および通信量に関する情報を提供します。 これらのレポートは、 概要情報の

表示に適しており、 1 時間ごとに更新されます。 これらのレポートから、 管理者や担当者は、

ユーザーの視点から見たネッ ト ワークの現在の状態を全体的に把握できます。 [ オブジェク ト / プ
ロパティの管理 ] ウ ィンド ウの [ 全般的なタスク ] の下にある名前が 「優先～の割り当て」 で始ま

る各フォームを使用して、 カスタマ / デバイス、 カスタマ / 場所、 カスタマ / プロ ト コル、 また

はカスタマ / ベンダーの組み合わせの [ 優先度 ] を [ はい ] に設定しない限り、 これらのレポート

にデータは表示されません。

サービスレベル管理。 可用性が最も低く、 応答時間が最も長いインタフェース、 デバイス、 場

所、 プロ ト コル、 およびベンダーを特定します。

シンプル準リアルタイム : 準リアルタイムレポートに関連するレポート 。 直前 6 時間の統計情報

と、 1 時間ごとの使用率、 廃棄、 およびエラーに関する情報を表示します。 NMS と容易に統合す

るためのレポートです。

システムパフォーマンス。 レポートパッ クが実行する関連タスクのグループの継続時間 ( 秒単

位 ) を計測します。

ト ップテン。 通信量が最も多い ( または少ない ) インタフェース、 VLAN インタフェース、 ト ラ

ンク、 デバイス、 場所、 プロ ト コル、 およびベンダーを特定します。

到達不能インタフェース。 35 分間通信が途絶えているインタフェースの一覧を表示します。 た

だし、 6 時間以上データを受信していないインタフェースは表示されません。

しきい値のルールとアクシ ョ ン

障害管理に NNM を使用している場合、 NNM/OVPI Integration Module を使用して、 NNM と

OVPI を統合するこ と もできます。 NNM と OVPI を統合する と、 NNM オペレータは [Report 
Launchpad] ウ ィンド ウを開く こ とによ り Interface Reporting のすべてのレポート を起動でき

るよ うにな り ます。 

Interface Reporting に付属する Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージをインス トー

ルする と、 OVPI はしきい値ト ラ ップを NNM に送信するよ う設定されます。 OVPI からの ト

ラ ップは、 NNM アラームブラウザにアラームと して表示されます。 
Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージの内容は次のとおりです。

• Interface Reporting に固有のしきい値を定義するルール

• しきい値超過に対して行われるアクシ ョ ン
12



第 1 章
Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージのインス トールには、 Thresholds モジュール

が必要です。 Thresholds モジュールは、 条件を監視して必要な時にアクシ ョ ンを実行します。 
Thresholds モジュールは、 しきい値超過が発生する と しきい値超過イベン ト を生成し、 平常に

戻る と ク リ アイベン ト を生成します。 

次の表に、 各しきい値のカテゴ リ、 名前、 データタイプ、 および重要度を示します。

上の表のしきい値にはデフォルト値が掲載されていますが、 インタフェースのプロパティの変更
フォームを使用して、 インタフェースごとにしきい値を簡単に変更できます。 このフォームの詳

細は、 第 6 章 「変更フォームの使用」 を参照して ください。

レポートのカスタマイズ方法

レポートのカスタマイズは、 グループフ ィルターの適用、 制約の適用、 テーブルとグラフの編
集、 プロパティ ( カスタマと場所 ) のインポート、 およびインタフェース属性に関する詳細の追

加といった方法で行えます。 グループフ ィルターをデータベースに適用する と、 カスタマ固有の

カテゴリ しきい値 データタイプ 説明  重要度

InterfaceReporting InDiscards NRT 着信廃棄の割合 (%) が、 廃棄例

外レベルを超過。

注意域

InterfaceReporting OutDiscards NRT 発信廃棄の割合 (%) が、 廃棄例

外レベルを超過。

注意域

InterfaceReporting InErrors NRT 着信エラーの割合 (%) が、 エ

ラー例外レベルを超過。

警戒域

InterfaceReporting OutErrors NRT 発信エラーの割合 (%) が、 エ

ラー例外レベルを超過。

警戒域

InterfaceReporting InUtilization NRT 着信使用率の割合 (%) が、 使用

率例外レベルを超過。

注意域

InterfaceReporting OutUtilization NRT 発信使用率の割合 (%) が、 使用

率例外レベルを超過。

注意域

InterfaceReporting Availability NRT 可用性が例外レベルを下回る。 注意域

InterfaceReporting UtilException 毎時 45% 以上のサンプル値が使用率

のしきい値を超過。

注意域

InterfaceReporting DiscardsException 毎時 45% 以上のサンプル値が廃棄の

しきい値を超過。

注意域

InterfaceReporting ErrorsException 毎時 45% 以上のサンプル値がエラー

のしきい値を超過。

警戒域

InterfaceReportingForecast InUtilForecast 日次 着信使用率の F30 予測値が使

用率の例外レベルを超過。

注意域

InterfaceReportingForecast OutUtilForecast 日次 発信使用率の F30 予測値が使

用率の例外レベルを超過。

注意域
13



レポートのカスタマイズ方法
レポートが作成されます。 グループフ ィルターは通常、 サービスプロバイダなど、 お客様とレ

ポート を共有する必要のある組織が使用しますが、 制約の追加やテーブルとグラフの編集は、 レ
ポート を参照するすべてのユーザーが行えます。 テーブルおよびグラフの表示方法の変更につい
ては、 第 13 章 「テーブルおよびグラフの編集」 を参照して ください。

グループフ ィルター

カスタマとレポート を共有する場合は、 グループを作成し、 それに応じてデータベースをフ ィル
ターします。 カスタマ固有のレポート を作成するには、 次の作業を行います。

• Common Property Tables 3.5 を使用して、 カスタムプロパティ情報 ( カスタマ名とデバイス

の場所 ) をインポートする

• 特定のカスタマに関連のあるユーザー全員のためのグループアカウン ト を作成する

• そのグループアカウン ト用のグループフ ィルターを作成する

グループアカウン ト用フ ィルターの作成の詳細は、 『Performance Insight 5.0 管理ガイ ド』 を参

照して ください。 

制約の適用

パラ メータを編集する と、 制約が適用されます。 制約は、 参照する必要のないデータを省きま
す。 たとえば、 カスタマ名のパラ メータを編集する と、 [ カスタマ名 ] フ ィールドに入力した以

外のすべてのカスタマデータが、 レポートから除外されます。 同時に複数の制約を適用するこ と

ができます。 Interface Reporting は、 次のパラ メータをサポート しています。

• カスタマ名

• カスタマ ID

• 場所名

• 場所 ID

• デバイス名

• 製造元

• モデル

Web アクセスサーバーを使って リモートでレポート を表示している場合には、 レポート右下の

[ パラ メータの編集 ] アイコンをク リ ッ ク し、 パラ メータを編集します。 [ パラ メータの編集 ]
ウ ィンド ウが開いたら、 フ ィールドに制約を入力し、 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。 

レポート ビューアを使っている場合には、 メニューバーから [ 編集 ]>[ パラメータ値 ] を選択しま

す。 [ パラ メータ値の変更 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ 現在の値 ] フ ィールドをク リ ッ ク します。

新しい値を入力し、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

プロパテ ィのインポート

レポートは、 ノードレベルのプロパティで生成するこ と も、 インタフェースレベルのプロパティ
で生成するこ と もできます。 ノードレベルのプロパティは、 Common Property Tables から取得

します。 インタフェースレベルのプロパティは、 ネッ ト ワークから取得するか、 最初から作成し
14



第 1 章
たプロパティ インポート ファ イルから読み込みます。 また、 OVPI から既存のプロパティデータ

をファ イルにエクスポート し、 そのファ イルを変更して、 再びインポートするこ と もできます。 
プロパティの更新には、 次のフォームを使用できます。

• プロ ト コルデフォルトの変更

• インタフェースのプロパティの変更

• インタフェースのカスタマの変更

• インタフェースの場所の変更

• インタフェースの説明の変更

• インタフェースポーリ ングフラグの管理

インタフェースレポーティングの管理フォームは、 オブジェク トプロパティには関連しません。 
パッケージ自体の動作を変更するのに使用します。

追加情報の入手先

本書では、 パッケージに含まれる一部のレポートのサンプルを紹介しています。 Interface 
Reporting に付属するデモパッケージには、 パッケージ内のすべてのレポートのサンプルが含ま
れています。 デモパッケージが利用可能で、 完全なレポートの表示内容を見たい場合、 デモパッ
ケージをインス トールして ください。 実際のレポート と同様に、 デモレポート も対話形式です。
実際のレポート とは異なり、 デモレポートの内容は静的です。

Interface Reporting の最新の拡張機能と影響のある既知の問題についての情報は、 『Interface 
Reporting Report Pack 4.6 Release Statement』 ( 英語 ) を参照して ください。 また、 次のドキュ
メン ト も参考にして ください。

• 『Cisco VLAN Datapipe 2.1 Release Statement』 ( 英語 )

• 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』

• 『Interface Discovery Datapipe 2.1 ユーザーガイ ド  』

• 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド  』

• 『Thresholds Module 5.0 User Guide』 ( 英語 )

• 『NNM/Performance Insight Integration Module 2.0 User Guide』 ( 英語 )

• 『Executive Summaries Report Pack 1.0 User Guide』 ( 英語 )

• RNS 7.0 のリ リース ノート (2004 年 11 月 ) 

中心となる製品である OVPI のユーザーガイ ド と、 OVPI 上で動作するレポート機能のユー
ザーガイ ドは、 次のサイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] と選択する と、 「Product manuals search」 ページ ( 英語 ) が表

示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示され

ます。 また、 レポートパッケージ、 データパイプ、 および NNM SPI のマニュアルは、

[Reporting and Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html
15



追加情報の入手先
[Reporting and Network Solutions] の下のマニュアルには、 発行年月が示されています。 ユーザー

ガイ ドが改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場
合でも、 発行年月が変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を
見て更新されていないかを確認して、 最新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避け

てください。
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2

アップグレードインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なアップグレードのためのガイ ド ラ イン

• Interface Reporting バージ ョ ン 4.5 から 4.6 へのアップグレード

• パッケージの削除

円滑なアップグレードのためのガイドライン

RNS 7.0 の CD を挿入し、 パッケージ抽出インタフェースを起動して、 OVPI パッケージの抽出

を選択する と、 インス トールスク リプ トは CD からすべての OVPI パッケージを抽出し、 それを

システムの packages ディ レク ト リにコピーします。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リ

プ トはパッケージマネージャを起動します。

バージ ョ ン 4.5 からバージ ョ ン 4.6 へのアップグレードには、 複数のパッケージのインス トール

と削除が含まれます。 インス トールするパッケージには、 必須のものと任意のものがあ り ます。 
一部のパッケージ間には依存関係が存在するため、 パッケージは正しい順序でインス トールする
必要があ り ます。 

前提条件

Interface Reporting をアップグレードする前に、 次のソフ ト ウェアがインス トールされている

こ とを確認して ください。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

サービスパッ クのインス トールに関する詳細は、 リ リース ノート を参照して ください。 

Common Property Tables のアップグレード

古いバージ ョ ンの Common Property Tables を使用している場合は、 バージ ョ ン 3.5 にアップグ
レード しなければなり ません。 これには、 バージ ョ ン 3.0 から 3.5 へのアップグレードパッケー
ジをインス トールします。 このパッケージをインス トールする際、 他のパッケージを同時にイン
17



円滑なアップグレードのためのガイ ドライン
ス トールしないでください。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのみインス
トールして ください。

分散環境

OVPI を分散システムと して使用している場合は、 すべてのサーバーで OVPI 5.0 と OVPI 5.0
のすべてのサービスパッ クが実行されている必要があ り ます。 次に、 分散環境でのインス トール

手順の概要を示します。

1 中央サーバーの trendcopy を無効にします。

2 中央サーバーで以下を実行します。

• Interface Reporting 4.6 にアップグレード し、 レポート を配布します。

• Interface_Reporting_Device、 Interface_Reporting_Location、
Interface_Reporting_Protocol、 および Interface_Reporting_Vlan の各サブパッケージ

をアップグレード し、 レポート を配布します。

• Interface_Reporting_Device、 Interface_Reporting_Location、
Interface_Reporting_Protocol で使用する trendcopy コマンドを含むプロセスファ イル

を再編集します。 これらのファ イルは、 アップグレード処理中に上書きされています。

3 サテライ トサーバーごとに以下を実行します。

• Interface Reporting 4.6 にアップグレード し、 レポート を配布します。

• Interface_Reporting_Device と Interface_Reporting_Thresholds の各サブパッケージを

アップグレード します。

• 次のデータパイプを削除します。

— Interface Discovery Datapipe 1.1

— Interface Discovery Datapipe 2.0

— Interface Reporting ifEntry Datapipe 1.1

— Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.0

— Interface Reporting Duplex Datapipe 1.0

— Cisco VLAN Datapipe 1.0

— Cisco VLAN Datapipe 2.0

• 次のデータパイプをインス トールします。

— Interface Discovery Datapipe 2.1

— Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1

— Interface Reporting Duplex Datapipe 2.0

レポートが現在サテライ トサーバーから配布されている場合、
Interface_Reporting_Location、 Interface_Reporting_Protocol、
Interface_Reporting_Vlan の各サブパッケージもアップグレード し

ます。
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— Cisco VLAN Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

— OPNET Export Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )

4 中央サーバーの trendcopy を再び有効にします。

OVPI 4.6 が動作するサーバーに Interface Reporting 4.0 をインス トールした場合、 システムの

サーバーを設定しな くてはなり ませんでした。 これは、 DS EDIT を実行してサテライ トサー

バー データベースとの接続をセッ ト アップし、 サーバーが収集するよ うに trendcopy コマンド

を設定し、 各サテライ トサーバーでの集約を無効にしていました。 最近 OVPI 4.6 から OVPI 5.0
にアップグレード したのであれば、 次のタスクを繰り返す必要があ り ます。 

• サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップする ([ データベースの追加ウ ィ

ザード ] を使用 )

• trendcopy コマンドを使用してデータを収集するよ うに設定する

OVPI 5.0 で接続のセッ ト アップ方法が変更されたため、 これらのタスクは再度行う必要があ り

ます。 詳細は、 第 4 章 「分散システム」 を参照して ください。

バージ ョ ン 4.5 からバージ ョ ン 4.6 へのアップグレード

Interface Reporting 4.6 へアップグレードするには、 次のタスクを行います。

• タスク 1: OVPI Timer を停止し、 RNS CD からパッケージを抽出する

• タスク 2: Common Property Tables 3.5 にアップグレードする

• タスク 3: Interface Reporting 4.5 から 4.6 へのアップグレードパッケージをインス トールす

る

• タスク 4: サブパッケージをインス トールする

• タスク 5: 古いデータパイプを削除する

• タスク 6: 新しいデータパイプをインス トールする

• タスク 7: OVPI Timer を再起動する

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

[ ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ ] ポーリ ングルールを使用してい

る場合、 このアップグレード後にこのポーリ ングフラグを再度準備する必要が
あ り ます。 詳細は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を

参照して ください。
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バージョ ン 4.5 からバージ ョ ン 4.6 へのアップグレード
3 RNS 7.0 CD を挿入します。 Windows では、 自動的に [ メ イン メニュー ] が表示されます。

UNIX では、 CD が自動的にマウン ト されなかった場合、 CD の最上位ディ レク ト リに移動

し ./setup コマンドを実行します。 

4 選択フ ィールドに 1 を入力し、 [Enter] を押します。 インス トールスク リプ トは進捗した割合

をプログレスバーに表示します。 コピーが終わる と、 インス トールスク リプ トはパッケージ
マネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

packages ディレク ト リに移動する と、 Interface Reporting フォルダーの下に次のフォルダーが

表示されます。

• Interface_Reporting.ap

• Interface_Reporting_Demo.ap

• Interface_Reporting_Device.ap

• Interface_Reporting_Location.ap

• Interface_Reporting_Protocol.ap

• Interface_Reporting_Thresholds.ap

• Interface_Reporting_Vlan.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_3_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_45_to_46.ap

タスク  2: Common Property Tables 3.5 にアップグレードする

Common Property Tables 3.5 へのアップグレードをまだ行っていない場合は、 こ こでアップグ
レード します。 その際、 以下のルールに従ってください。

• 同時に他のパッケージをインス トールしないでください。 CPT のアップグレードパッケージ

のみインス トールします。 

• [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ レポートの配布 ] のデフォルト を受け入れます。 
こ こでのレポートの配布は、 CPT に付属するフォームの配布を意味します。 

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

Common Property Tables のアップグレードに関する詳細情報は、 『Common Property Tables 
3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。 
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タスク  3: Interface Reporting 4.5 から 4.6 へのアップグレードパッケージをインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] を選択します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、 必

要に応じて別のディ レク ト リ を選択します。  

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れます。 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルトのままにし
ます。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。  

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_Interface_Reporting_45_to_46  

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプ検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ クする。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

8 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。 

タスク  4: Location、 Device、 Protocol、 VLAN、 および Thresholds のインストール

Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージのインス トールはオプシ ョ ンです。 
Interface_Reporting_Thresholds をインス トールする と、 パッケージマネージャによ り自動的に

前提条件のパッケージである Thresholds モジュールがインス トールされます。 

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] を選択します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れます。 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルトのままにし
ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。  

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_Interface_Reporting_Device_45_to_46

UPGRADE_Interface_Reporting_Location_45_to_46

UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_45_to_46

UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_45_to_46

Interface_Reporting_Thresholds   

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。
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8 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  5:  古いデータパイプを削除する

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。 

3 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。  

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの

配布解除 ] のデフォルト を受け入れます。 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォル

トのままにします。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力しま

す。  

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

IFEntry_Disc_Datapipe 1.1 ( または IFEntry_Disc_Datapipe 2.0)

IRifEntry_Datapipe 1.1 ( または IRifEntry_Datapipe 2.0)

CiscoVLAN_Datapipe 1.0 ( または CiscoVLAN_Datapipe 2.0)

Interface_Reporting_Duplex Datapipe 1.0

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。  

8 [ アンインス トール ] を選択します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 削除

処理が開始されます。 削除が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示されま
す。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  6: 新しいデータパイプをインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

インス トールしたアップグレードパッケージがビューに表示されなくても心配
はあ り ません。 パッケージマネージャは、 こ こでインス トールした項目を

Interface Reporting 4.6 と して表示します。 これはエラーではあ り ません。

[ ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ ] ポーリ ングルールを使用してい

る場合、 このアップグレード後にこのポーリ ングフラグを再度準備する必要が
あ り ます。 詳細は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を

参照して ください。
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3 [ インス トール ] を選択します。  

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を無効にします。 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

IFEntry_Disc_Datapipe 2.1 

Interface_Reporting_ifEntry_Datapipe 2.1 

Cisco_VLAN_Datapipe 2.1

Interface_Reporting_Duplex_Datapipe 2.0

OPNET_Export_Datapipe 2.0

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

8 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: OVPI Timer を再起動する

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

パッケージの削除

Interface Reporting パッケージをアンインス トール ( 削除 ) する と、 Interface Reporting 
ifEntry Datapipe が自動的に削除されます。 Interface Reporting パッケージをアンインス トール

しても、 Interface Discovery Datapipe には影響しません。 

次の手順に従って Interface Reporting 4.6 をアンインス トールします。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 Performance Insight を起動し、 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネー

ジャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。 

5 [ アンインス トール ] を選択します。  

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。  
23



パッケージの削除
7 このサーバーから Interface Reporting のレポートが配布されている場合は、 [ レポートの配

布解除 ]、 [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れ

ます。 レポート を配布していない場合は、 [ レポートの配布解除 ] チェッ クボッ クスを選択解

除して手順 9 に進みます。

8 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。 

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 次のパッケージの

横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

Interface_Reporting 

Interface_Reporting_Device 

Interface_Reporting_Location 

Interface_Reporting_Protocol 

Interface_Reporting_Thresholds 

Interface_Reporting_Vlan

Interface_Reporting_Demo   

10 [ はい ] をク リ ッ ク します。 

11 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。   

12 [ アンインス トール ] をク リ ッ クする。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 削

除処理が開始されます。 インス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージ
が表示されます。 

13 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

14 OVPI Timer を再起動します。
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3

新規インストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• Interface Reporting 4.6 のインス トール

• 配布されたレポートへのアクセス

• オブジェク トモデルの新しいオブジェク ト カテゴ リ

• レポートのパフォーマンスデータの参照

• パッケージの削除

円滑なインストールのためのガイドライン

OVPI 上で動作する各レポート機能は、 1 つのレポートパッ ク と 1 つのデータパイプ、 あるいは

1 つのレポートパッ ク と複数のデータパイプから構成されます。 データパイプをインス トールす

る と、 OVPI が特定のポーリ ング間隔で特定の種類のパフォーマンスデータを収集するよ うに設

定されます。 レポートパッ クをインス トールする と、 OVPI が特定の方法でパフォーマンスデー

タを要約し、 集約するよ う設定されます。

RNS 7.0 CD のレポートパッ クをすでに抽出した場合は、 Interface Reporting 4.6 はすでにシス

テムの packages ディ レク ト リにあ り、 インス トールできる状態になっています。 RNS CD から

パッケージをまだ抽出していない場合は、 本章の手順に従ってください。 抽出手順の終了後、

パッケージマネージャを起動し、 画面に表示される指示に従って、 Interface Reporting 4.6 をイ

ンス トールできます。 

前提条件

Interface Reporting をインス トールする前に、 次のソフ ト ウェアがインス トールされているこ

とを確認して ください。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

サービスパッ クのインス トールに関する詳細は、 リ リース ノート を参照して ください。
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Common Property Tables のアップグレード

古いバージ ョ ンの Common Property Tables を使用している場合は、 バージ ョ ン 3.5 にアップグ

レードする必要があ り ます。 現在、 Common Property Tables がインス トールされていない場

合、 パッケージマネージャで Common Property Tables をインス トールして ください。

Common Property Tables のアップグレード と同時に他のパッケージをインス トールしないでく

ださい。 Common Property Tables のアップグレードのみインス トールします。 Common 
Property Tables のインス トールと使用方法に関する詳細は、 『Common Property Tables 3.5
ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

分散環境

Interface Reporting を分散システムと して実行する場合は、 すべてのサーバーで OVPI 5.0 と

OVPI 5.0 のすべてのサービスパッ クが実行されている必要があ り ます。 インス トール手順の概

要は、 次の通りです。

中央サーバー

次のパッケージを中央サーバーにインス トールします。

• Interface Reporting 4.6

• Interface_Reporting_Device サブパッケージ

• Interface_Reporting_Location サブパッケージ

• Interface_Reporting_Protocol サブパッケージ

• Interface_Reporting_Vlan サブパッケージ

中央サーバーにこれらのパッケージをインス トールする際、 レポート を配布します。 

サテライ トサーバー

次のパッケージを各サテライ トサーバーにインス トールします。

• Interface Reporting 4.6

• Interface_Reporting_Device サブパッケージ

• Interface_Reporting_Location サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Protocol サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Vlan サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface Discovery Datapipe 2.1

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1

• Cisco VLAN Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

• OPNET Export Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )
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インス トールが完了したら、 次にサテライ トサーバーのデータベースへ接続し、 trendcopy コマ

ンドを使用してデータを収集するよ う設定し、 各サテライ トサーバーでの日次および月次の集約
を無効にします。 詳細は、 第 4 章 「分散システム」 を参照して ください。 

Interface Reporting 4.6 のインストール

この項では、 次のタスクについて説明します。

• タスク 1: RNS 7.0 CD からパッケージを抽出する

• タスク 2: 必要に応じて Common Property Tables 3.5 にアップグレードする

• タスク 3: Interface Reporting とオプシ ョ ンのサブパッケージをインス トールする

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS 7.0 CD を挿入します。 Windows では、 自動的に [ メ イン メニュー ] が表示されます。

UNIX では、 CD が自動的にマウン ト されなかった場合これをマウン ト し、 setup コマンド

を実行します。 

4 選択フ ィールドで 1 と入力して OVPI レポートパッ クを選択し、 [Enter] を押します。 イン

ス トールスク リプ トが進捗バーを表示します。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リプ
トはパッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウ

が開きます。

システムの packages ディ レク ト リに移動する と、 Interface Reporting フォルダーの下に次の

フォルダーが表示されます。

• Interface_Reporting.ap

• Interface_Reporting_Demo.ap

• Interface_Reporting_Device.ap

• Interface_Reporting_Location.ap

• Interface_Reporting_Protocol.ap

• Interface_Reporting_Thresholds.ap

• Interface_Reporting_Vlan.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_4_to_45.ap
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• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_4_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_45_to_46.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_3_to_45.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_45_to_46.ap

アップグレードパッケージは無視してください。 デモパッケージのインス トールは必須ではあ り

ません。

タスク  2: Common Property Tables のアップグレード

このタスクは、 現在古いバージ ョ ンの Common Property Tables を実行している場合のみ必要で

す。 バージ ョ ン 3.5 にアップグレードするには、 3.0 から 3.5 へのアップグレードパッケージをイ

ンス トールします。 その際、 以下のルールに従ってください。

• アップグレードパッケージのインス トールは単独で行い、 他のパッケージを同時にインス
トールしないでください。  

• [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ レポートの配布 ] のデフォルト を受け入れます。 
レポート を配布するこ とで、 Common Property Tables に付属のフォームが配布されます。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

アップグレードに関する詳細は、 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して く

ださい。

タスク  3: Interface Reporting 4.6 をインス トールし、 OVPI Timer を再起動する

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。  

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] を選択します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、 必

要ならブラウズ機能で別のディレク ト リ を選択します。  

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れます。 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルトのままにし
ます。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。  

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

IFEntry_Disc_Datapipe 2.1 

Interface_Reporting_ifEntry_Datapipe 2.1 

Interface_Reporting_Duplex_Datapipe 2.0

Cisco_VLAN_Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

IR_OPNET_Export_Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )
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Interface_Reporting 

Interface_Reporting_Device 

Interface_Reporting_Location ( オプシ ョ ン )

Interface_Reporting_Protocol ( オプシ ョ ン )

Interface_Reporting_Thresholds ( オプシ ョ ン )

Interface_Reporting_VLAN ( オプシ ョ ン )

Interface_Reporting_Demo  

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 パッケージのインス

トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルトのままにします。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

11 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

配布されたレポートへのアクセス 

Interface Reporting をインス トールしたと き、 [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有効にしていま

す。 そのため、 このパッケージのレポート ( およびレポートに付属するすべてのフォーム ) は、

OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーに配布されています。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーに配布

されたレポートは、 次の 2 つの方法で表示できます。

• OVPI ク ラ イアン ト

• Web ブラウザ  

システムにク ライアン ト コンポーネン トがインス トールされていれば、 [ レポート ビューア ]、
[ レポート ビルダ ]、 および [ 管理コンソール ] にアクセスできます。 システムにク ライアン ト

コンポーネン トがインス トールされていない場合は、 レポート を表示する方法は Web ブラウ

ザの使用のみに限定されます。  

ク ラ イアン ト コンポーネン トの詳細は、 『Performance Performance Insight インス トールガイ

ド』 を参照して ください。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューを使用して選択したオブ

ジェク トに固有のレポート を表示する方法など [ 管理コンソール ] に関する詳細は、

『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。
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OVPI オブジェク トモデルの新しいオブジェク ト カテゴリ

OVPI オブジェク トモデルを使用する と、 オブジェク ト を検索したり、 オブジェク トに関連した

タスクを実行したり、 オブジェク トに関するレポート を表示したりできます。 新しいレポート

パッ クをインス トールする と、 1 つまたは複数のオブジェク ト カテゴ リが追加され、 オブジェク

トモデルが変更されます。 Interface Reporting をインス トールする と、 オブジェク トモデルにオ

ブジェク ト カテゴ リ interface が追加されます。   

オブジェク トモデルのいずれかのオブジェク ト (interface など ) を選択する と、 [ オブジェク ト /
プロパティの管理 ] ウ ィンド ウの右側が更新されます。 [ 全般的なタスク ] と [ オブジェク ト固有のタ

スク ] の下で、 オブジェク トに関するフォームを探します。 [ オブジェク ト固有のレポート ] の下で

オブジェク トに関するレポート を探します。 

レポートのパフォーマンスデータの参照

レポートの表示に十分な量のデータが蓄積されるまでの時間は、 レポートによって異なり ます。
一番早く十分な量のデータが蓄積されるレポートは、 準リ アルタイムレポートです。 3 度目の

ポーリ ング周期が終了する と、 このレポートにデータが表示されます。 前日のパフォーマンスの
分析するレポート などの他のレポートは、 少なく と も丸 1 日分のデータがなければ結果を表示で

きません。

数日分のデータが収集されるまで、 日次のグラフは部分的にのみ表示されます。 同じ く、 月次の
グラフでは、 数ヶ月分のデータが収集されるまで完全な情報は提供されません。 キャパシティプ

ランニングレポートは、 ベースライン期間 (42 日間 ) に収集されたデータに基づく最大ビジー時

間の平均値がなくては機能しないため、 信頼できる予測データを得るには約 6 週間待たなくては

なり ません。

パッケージの削除

Interface Reporting パッケージをアンインス トールする と、 Interface Reporting ifEntry 
Datapipe が自動的に削除されます。 ただし、 Interface Reporting パッケージをアンインス トー

ルしても、 Interface Discovery Datapipe には影響しません。

Interface Reporting 4.6 をアンインス トールするには、 次の手順を実行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。 

5 [ アンインス トール ] を選択します。  

レポートパッ クを削除する と、 それに関連するテーブルとテーブル内のすべて
のデータも削除されます。 それらのテーブル内のデータを残す場合には、 レ
ポートパッ クを削除する前にデータをアーカイブして ください。
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6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 このサー

バーから Interface Reporting のレポートが配布されている場合は、 [ レポートの配布解除 ]、
[OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 その

他の場合は、 チェ ッ クボッ クスをク リ アして手順 8 に進みます。

7 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。 

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 次のパッケージの

横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

Interface_Reporting 

Interface_Reporting_Device 

Interface_Reporting_Location 

Interface_Reporting_Protocol 

Interface_Reporting_Thresholds 

Interface_Reporting_Vlan

Interface_Reporting_Demo   

9 [ はい ] をク リ ッ ク します。 

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。   

11 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除処理が開始されます。 インス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセー
ジが表示されます。 

12 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

13 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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4

分散システム

本章では、 次の項目について説明します。

• 各種サーバーにインス トールされているパッケージの確認

• 重複ポーリ ングの回避

• 中央サーバーの設定

• サテライ トサーバーの設定

• システムクロ ッ ク

各種サーバーにインストールされているパッケージの確認

各サーバーを設定する前に、 各種サーバーに正しいパッケージがインス トールされているこ とを
確認します。 次の表に、 中央サーバーと各サテライ トサーバーのそれぞれにインス トールされて

いるパッケージの一覧を示します。

中央サーバー サテライ トサーバー

Interface Reporting 4.6
Interface_Reporting_Device
Interface_Reporting_Location
Interface_Reporting_Protocol

Interface_Reporting_Vlan ( オプ

シ ョ ン )

Interface Reporting 4.6
Interface_Reporting_Device
Interface_Reporting_Location
Interface_Reporting_Protocol

Interface_Reporting_Vlan ( オプシ ョ ン )

Interface_Reporting_Thresholds ( オプシ ョ ン )
Interface Discovery Datapipe 2.1
Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1

Cisco VLAN Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

OPNET Export Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )
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重複ポーリングの回避
重複ポーリングの回避

ポーリ ングの実行方法を決定し、 それに従ってデバイスグループを分割する必要があ り ます。 次
のよ うに分割できます。

• ポーリ ングを中央サーバー、 サテライ トサーバー、 およびリモートポーラーで分割する

• ポーリ ングをサテライ トサーバーと リモート ポーラーで分割する

• ポーリ ングを複数のリモートポーラーで分割する

重複ポーリ ングは避けてください。 重複ポーリ ングは、 あるサーバーに割り当てられたデバイス
グループが、 別のサーバーまたはリモートポーラーに割り当てられている時に発生します。 この

問題を避けるため、 ポーリ ング機能は正し く分割して ください。 次の条件のすべてが満たされて
いる場合、 ポーリ ング機能は正し く分割されています。

• 2 台のサーバーが同じポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を使用していない場

合

• 2 台のリモートポーラーが同じポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を使用して

いない場合

• サーバーと リモートポーラーがポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を共有して
いない場合

ポーリ ングポ リシーとその作成方法についての詳細は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe 
ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次のタスクを行います。

• タスク 1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップする

• タスク 2: データを収集するよ うに trendcopy を設定し、 OVPI Timer の設定を変更する

タスク  1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ トアップする  

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。 

2 左下の [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ システム / ネッ トワークの管理 ] ペインが開き

ます。  

3 [ データベース ] フォルダーを右ク リ ッ ク します。 ポップアップメニューから [ データベースの

追加 ] を選択します。 [ データベースの追加ウ ィザード ] が表示されます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 追加するデータベースのホス ト名とポート番号を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

6 [ 概要 ] を確認します。 別のデータベースを追加する場合、 追加するデータベースごとに手順

4 と 5 を繰り返します。  

7 データベースの追加が終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  2: データを収集するように trendcopy を設定し、 OVPI Timer の設定を変更する

1 次のファイルを開きます。

$DPIPE_HOME/scripts/IR_DevPort_Hourly_Process.pro 

2 trendcopy コマンドを変更し、 各コマンドに各サテライ トサーバーの正しい名前が含まれる

よ うに設定します。

3 必要に応じて、 コマンドを追加します。

4 オプシ ョ ン : 中央サーバーで準リ アルタイムレポート を表示する場合は、 中央サーバーで割

合データが利用できるよ うにする必要があ り ます。 割合データを中央サーバーにコピーする

ため、 copy コマンドの SHIRDevPorts を SRIRDevPorts に変更します。  

中央サーバーで NRT レポート を利用しない場合、 到達不能インタフェースレポート と 3 つ

の NRT レポート を配布解除できます。 NRT レポートは、 割合データを必要とするため、

SRIRDevPorts テーブルにデータが蓄積されていない場合は正し く表示されません。

5 trendtimer.sched ファ イルの時間単位の収集を有効にするエン ト リーを変更します。 デフォ

ルトは、 正時 20 分過ぎです。 開始時間を 10 分遅くする と、 サテライ トサーバーが要約を実

行している間は、 中央サーバーがサテライ トサーバーからデータをコピーしません。

サテライ トサーバーの設定

Interface_Reporting_Location と Interface_Reporting_Protocol がなくても、 サテライ トサー

バーはサテライ トサーバーのデータベースからローカルレポート を生成できます。 ただし、 サテ

ライ トサーバーですべてのレポート を生成する場合は、 必ずこれらのサブパッケージをインス
トールして ください。 Interface_Reporting_Location と Interface_Reporting_Protocol がすでに

インス トールされている場合は、 この作業は手順 5 から開始して ください。

次の手順に従って各サテライ トサーバーを設定します。

1 時間単位よ り もデータを集約するインタフェース関連の集約機能を無効にします。 これに
は、 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched ファ イルを編集し、 次を文字列が含まれる

行をコ メン ト アウ ト します。

• IR_DevPort_DMF_Process.pro

2 すべての Interface_Reporting_Device 関連の集約機能を無効にします。 これには、

$DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched を編集し、 次を文字列が含まれる行をコ メン ト ア

ウ ト します。

• IR_Device_DMF_Process.pro 

3 Interface_Reporting.apパッケージディ レク ト リ内から次のコマンドを実行して、 不

要な日次、 月次、 および予測のテーブルを削除します。

trend_proc -f IR_remove_DMF_tables.pro

ポーリ ングしたデータを各サテライ トサーバーから 1 時間ごとにコピーする と、

サテライ トサーバーと中央サーバーの間のト ラフ ィ ッ クが増加し、 中央サー
バーの処理負荷が増大します。
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システムクロック
4 テーブルマネージャを使用して、 SHIRDevPorts テーブルの保持期間を 4 日から 2 日に減ら

します。 

5 監視対象外のプロ ト コルの Monitor オプシ ョ ンをオフに設定します。 

6 Interface Reporting ifEntry Datapipe のポーリ ングポ リシーを設定します。各ノードが 2 台

以上のシステムからポーリ ングされないよ うに注意して ください。 以下のガイ ド ラ インに

従ってください。

• リ モートポーラーを使用中の場合、 (a) リ モートポーラーによる重複ポーリ ングを避け、

(b) サテライ トサーバーと リモートポーラーによる重複ポーリ ングを避けてください。 

• サテライ トサーバーが 2 台以上のリモートポーラーを使用している場合、 各ポーラーに

対して個別のポーリ ングポ リシーを作成し、 ビューでこれらのデバイスをグループ分け
します。 

• 各ポーラーには、 次の 13 個のポーリ ングポ リ シーを関連付ける必要があ り ます。

— RIRRouterSystem テーブル用のポーリ ングポ リシー 1 個

— Interface Discovery Datapipe 用のポーリ ングポ リシー 8 個

— Interface Reporting ifEntry Datapipe 用のポーリ ングポ リ シー 4 個

システムクロック

各サテライ トサーバーのシステムク ロ ッ クが中央サーバーのシステムク ロ ッ ク と同期しているこ
とを確認して ください。
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5

プロパティ情報のインポート

本章では、 次の項目について説明します。

• 静的なプロパティ情報

• 特定プロ ト コルの監視

• バッチモードでのプロパティのインポート

• ベンダーとモデルに関する詳細の追加

静的なプロパティ情報

Interface Reporting は、 常に変化するパフォーマンスデータの他に、 固定のプロパティ情報を

保存し、 処理する機能を備えています。 以下に、 レポートに表示可能なプロパティの一覧をアル

ファベッ ト順に示します。

1 国

2 カスタマ

3 説明

4 デバイス名

5 デバイスのタイプ

6 廃棄しきい値

7 エラーしきい値

8 全二重または半二重

9 グループ ID

10 グループ名

11 インタフェースの説明

12 インタフェースの速度

13 インタフェースの着信速度

14 インタフェースの送信速度

15 インタフェースのタイプ

16 場所 ID
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静的なプロパティ情報
17 場所名

18 モデルの詳細

19 モデル番号

20 プロ ト コル

21 使用率しきい値

22 ベンダーの詳細

23 ベンダー名

プロパティ情報は、 次のソースから取得されます。

• Protocol Configuration Table ( フォームで更新 )

• ネッ ト ワークからの自動供給

• Common Property Tables のバッチモードによるプロパティのインポート   

• Common Property Tables の追加または更新フォーム

• Interface Reporting のバッチモードによるプロパティのインポート

• Interface Reporting の変更フォーム : 

— プロ ト コルデフォルトの変更 

— インタフェースのプロパティの変更 

— インタフェースのカスタマの変更 

— インタフェースの説明の変更 

— インタフェースポーリ ングフラグの管理 

— 管理 ( ログ、 データフ ィルタ リ ング、 プロビジ ョニング )

特定のデバイスまたは特定のインタフェースにカスタマが関連付けられている場合、 もし くは特
定のデバイスに場所が関連付けられている場合は、 Common Property Tables を使用してその情

報をインポート して ください。 Common Property Tables を使用する と、 ノードごとにプロパ

ティをインポートできます。 これに対し、 Interface Reporting が提供するフォームを使用した

りバッチモードでのインポート を実行する と、 インタフェースごとにプロパティ をインポートで
きます。

インタフェースが検出される と、 そのインタフェースに関連付けられたさまざまな属性 ( 速度、

タイプ、 説明 ) がネッ ト ワークから取得されます。 ただし、 ネッ ト ワークから取得される属性は

必ずしも正しいとは限り ません。 次のプロパティは、 正し くない可能性があ り ます。

• ifType

• ifSpeed

• ifDescr

不正なプロパティ を修正するには、 プロパティ インポート ファ イルを更新してファ イルをイン
ポートするか、 フォームを開いて内容を修正し、 変更を保存します。 
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特定プロ ト コルの監視

監視ステータスパラ メータを使用する と、 プロ ト コルごとにインタフェースの監視を有効 / 無効

に設定するこ とができます。 デフォルトでは、 監視対象のプロ ト コルを使用しているすべての

「up」 状態 ( 動作中 ) のインタフェースがポーリ ングされ、 ポーリ ングされたデータは保存、 要

約、 およびレポート出力されます。 特定のプロ ト コルの収集を無効にするよ うに OVPI を設定す

るこ とができます。 たとえば、 デバイスに ATM ポート とフレーム リ レーポートがあ り、 フレー

ム リ レーポート を監視する必要がない場合に、 フレーム リ レーポートの収集を無効にできます。 

以前監視していたプロ ト コルに対する監視を無効にしても、 データベースからデータは削除され
ませんが、 そのプロ ト コルに関するデータは新たに収集されなくな り、 データベースにも挿入さ
れません。 これまで監視対象であったプロ ト コルの監視をオフにする と、 これまでに収集された

データはいずれ古くな り ます。 プロ ト コルの Monitor がオンに設定された故意に監視から外され

ているインタフェースデータがあるかど うかを調べるには、 Admin フォルダーの設定と ロギン

グレポート を参照します。 

ポーリ ングルールおよびプロ ト コルが監視対象外のポートのデータ収集を停止する方法について
は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

バッチモードでのプロパティのインポート

プロパティデータインタフェースの目的は、 プロパティデータをバッチ処理で OVPI にインポー

ト し、 プロパティデータをバッチ処理で OVPI からエクスポートするこ とです。 バッチモードは

通常、 更新が必要なインタフェースが多数ある場合に、 フォームの代わりに使用されます。 

OVPI がプロパティデータをインポートする際、 インポート されるファ イルは特定のフォーマッ

トに準拠している必要があ り ます。 OVPI がプロパティデータをエクスポートする と、 生成され

るファ イルはこの正しいフォーマッ トに準拠しているため、 このファ イルを変更して再度イン
ポートできます。 インポート ファ イルは次の方法で作成できます。

• スプレッ ドシート アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 最初から作成する。

• データを提供するデータベースから、 必要なデータを必要なフォーマッ トでエクスポートす
る。

• OVPI によって収集されたプロパティデータを OVPI からエクスポートする。

プロパティ インポート ファ イルを最初から作成するのは容易ではないため、 次の手順に従う こ と
をお勧めします。

1 システムにデバイスを追加します。

2 システムでこれらのシステムのインタフェースを検出します。

3 次のコマンドを入力して、 OVPI から既存のプロパティデータをエクスポート します。

trend_proc -f IR_exportdata.pro

4 この結果、 出力されたファイルを開始点と し、 プロパティ インポート ファ イルを独自に作成
します。

5 修正したファイルを正しいディ レク ト リ (OVPI が検索する場所 ) に保存し、 次のコマンドを

入力してファ イルをインポート します。

trend_proc -f IR_importdata.pro
39



バッチモードでのプロパティのインポート
インポート コマンドがデータのインポート元と し、 エクスポート コマンドがデータのエクスポー
ト先とするフォルダーは次のとおりです。

{$DPIPE_HOME}/data/PropertyData

プロパテ ィ インポート ファイル

次の表では、 プロパティ ファ イルのフォーマッ トについて説明します。 ファ イルを自分自身で作
成する場合は、 ファ イルがこのフォーマッ トに準拠しているこ とを確認して ください。 作成する
フ ィールドの順番 ( 左から右 ) は、 この属性の順番 ( 上から下 ) に従ってください。 また各属性
は、 スペースではなく タブで区切ってください。 このファ イルを OVPI からエクスポートする
と、 フォーマッ トは正しいものになり ます。

属性 型 デフォルト 説明

Device char_string、
64

N/A デバイスの名前。 この属性の値は必須で

す。

Interface char_string、
128

N/A インタフェースの一意の識別子。 この属

性の値は必須です。

full_half integer 2 以下の値で、 半二重か全二重かを示しま
す。

1 = 半二重

2 = 全二重

値が NULL の場合、 Protocol 
Configuration Table から自動的に取得

されます。 NULL に設定されない限り、

自動的には上書きされません。

ifType integer N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifType の値。 プロ ト コルとそのプロパ

ティを判別するための、 Protocol 
Configuration Table への相互参照と し

て使用されます。 

ifSpeed gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。 

ifSpeedIn gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。 デュアルスピードのイン

タフェースでの着信速度を反映するよ う
変更できます。 全二重インタフェースの

みで使用されます。

ifSpeedOut gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。 デュアルスピードのイン

タフェースでの発信速度を反映するよ う
変更できます。 全二重インタフェースの

みで使用されます。
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ifDescr char_string、
255

N/A ifTable に含まれる ifDescr の値。 

cust_id seq_key -2 カスタマ別にインタフェースをグループ
分けする際にカスタマを識別する ID。

customer_name char_string、
128

"Unknown 
Customer"

インタフェースを関連するカスタマ別に
グループ化するためのカスタマ名。

group_id seq_key -2 このインタフェースのグループ ID。 明
示的には使用されません。

group_name char_string、
128

"Unknown 
Group"

このインタフェースのグループ名。 明示

的には使用されません。

location_id seq_key -2 場所別にインタフェースをグループ分け
する際に場所を識別するための ID。

location_name char_string、
128

"Unknown 
Location"

インタフェースを物理的な場所でグルー
プ化するのに使用される場所名。

country_code seq_key -2 そのインタフェースの国コード。 明示的

には使用されません。

country_name char_string、
128

"Unknown 
Country"

そのインタフェースの国名。 明示的には

使用されません。

UtilThreshold integer 10000 使用率しきい値。 利用可能な帯域幅の割

合 (%) で、 ポーリ ング周期での平均と し

て算出されます。 この値がデフォルトの

10000 に設定され、

KIR_protocol_config 値が 0 よ り大きい

場合にのみ、 Protocol Configuration 
Table からデータで自動的に更新されま

す。

ErrorThreshold integer 10000 エラーしきい値。 エラーのある ト ラ

フ ィ ッ クの割合 (%) で、 ポーリ ング周期

での平均と して算出されます。 この値が

デフォルトの 10000 に設定され、

KIR_protocol_config 値が 0 よ り大きい

場合にのみ、 Protocol Configuration 
Table からデータで自動的に更新されま

す。

属性 型 デフォルト 説明
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プロパテ ィデータのデフォルトディ レク ト リの変更

データプロパティ ファ イルのデフォルトディ レク ト リ 、 つま り、 インポートユーティ リ ティが
ユーザーの編集したファ イルを探す場所は、 SourceDirectory パスで指定されます。 このパス
は、 以下の TEEL ファ イルで指定されています。

• IR_Property.teel

Interface Reporting パッケージをインス トールする前にデフォルトディ レク ト リ を変更する場
合、 Interface_Reporting.ap ディ レク ト リで TEEL ファ イルを探して 1 度パスを変更するだけ
で済むため、 作業を簡略化できます。 Interface Reporting をインス トールした後にデフォルト
ディ レク ト リ を変更する場合は、 パス変更を次の 2 個所で行う必要があ り ます。

• Interface_Reporting.ap

• {DPIPE_HOME}/lib

PropertyData ディ レク ト リの場所を変更するこ とは、 お勧めしません。 それでもディ レク ト リ
の場所を変更する必要がある場合は、 次の手順に従ってください。

1 データプロパティ ファ イルを格納する新しいディ レク ト リ を作成します。

2 上記に説明を参照して、 TEEL ファ イルが格納されているディ レク ト リ を開きます。

3 IR_Property.teel ファ イルを次のよ うに編集します。

• デフォルトの SourceDirectory パスが含まれる行を探します (SourceDirectory =で

始まる行を検索 )。

DiscardThreshold integer 10000 廃棄しきい値。 廃棄を含むト ラフ ィ ッ ク

の割合 (%) で、 例外がカウン ト された

ポーリ ング周期での平均と して算出され
ます。 

この値がデフォルトの 10000 に設定さ

れ、 KIR_protocol_config 値が 0 よ り大

きい場合にのみ、 Protocol 
Configuration Table からデータで自動

的に更新されます。

AvailabilityThreshold integer 98 可用性しきい値。 可用性の割合 (%) で、

例外がカウン ト されたポーリ ング周期で
の平均と して算出されます。

この値がデフォルトの 10000 に設定さ

れ、 KIR_protocol_config 値が 0 よ り大

きい場合にのみ、 Protocol 
Configuration Table からデータで自動

的に更新されます。

属性 型 デフォルト 説明
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• 既存のパスを新しいディ レク ト リへの完全パス名に置き換えます。 新しいパス名は、 イ
コール記号 ( = ) の直後から開始して ください。 

ベンダーとモデルに関する詳細の追加

Interface_Reporting_Device サブパッケージは、 sysObjectId に基づいてベンダーとモデルを認
識できます。 インタフェースの準備と同様のインポート手順を使用して、 リ ス ト を追加または修
正できます。 ベンダーの詳細は、 Interface_Reporting_Device.apディレク ト リ内の次の
ファイルに保存されています。

• vendor.txt 

• vendor_model.txt

行を追加するか既存の行を修正し、 次のプロセスを呼び出します。

trend_proc -f IR_Import_Vendor.pro

ベンダープロパティ

次の表に、 使用可能なフ ィールドの一覧を示します。

モデルプロパテ ィ

次の表に、 使用可能なフ ィールドの一覧を示します。

ファ イルフ ィルターは、 元の SourceDirectory での指定のままにします。

列 型 デフォルト 注釈

Vendor Name char_string、 128 必須フ ィールド ベンダーの名前。 例 : "Cisco"

Vendor Details char_string、 128 必須フ ィールド このベンダーのすべての装置
に関する追加の詳細。 
例 : "Cisco Inventory"

Vendor sysObjectId char_string、 128 必須フ ィールド デバイスのシステムグループ
の SNMP の sysObjectId。

列 型 デフォルト 注釈

Vendor Name char_string、 128 必須フ ィールド ベンダー名。

Model Details char_string、 128 必須フ ィールド そのモデルに関する追加詳細。 

Model sysObjectId char_string、 128 必須フ ィールド デバイスのシステムグループ
の SNMP の sysObjectId。
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6

変更フォームの使用

Interface Reporting 4.6 には、 複数のフォームが含まれています。 これらのフォームを使用して、

以下を変更できます。

• プロ ト コルのデフォルト

• インタフェースの速度と関連するしきい値

• カスタマ、 場所、 およびインタフェースの説明

• 指定インスタンスポーリ ング

• ログレベル

• データフ ィルタ リ ング

• 準備モード

Common Property Tables に追加されていないカスタマまたは場所に、 インタフェースを割り当

てるこ とはできません。 Common Property Tables にカスタマおよび場所を追加するには、

Common Property Tables が提供する新規カスタマの作成フォームまたは新規場所の作成フォーム

を使用するか、 バッチモードでプロパティをインポート します。 詳細は 『Common Property 
Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

プロ ト コルのデフォルトの変更

新しいインタフェースを事前準備して特定のしきい値の設定および全通信モードまたは半通信
モードの指定を行っていない場合、 これらの変数の値は、 新しいインタフェースが検出されシス
テムに追加される と きに、 プロ ト コル設定ファイルからプルされます。 このファ イルに対して新

しいプロ ト コルの追加や、 既存のプロ ト コルの特性の変更を行う こ とができます。

監視ステータスまたはデフォルトのプロ ト コルしきい値を変更するには、 次の手順を実行しま
す。

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 管理対象オブジェク トのいずれかを選択します。 [ 全般的なタ

スク ] の下にフォームが表示されます。  

3 [ プロ ト コルデフォルトの変更 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 変更するプロ ト コルを選択し、 必要に応じて [ プロ ト コル名 ]、 [Monitor]、 または [ しきい

値 ] ( パーセン ト値 ) を更新します。  
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プロ ト コルのデフォルトの変更
5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [ はい ] を、 変更を保

存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

システムは、 以下の場合にプロ ト コルテーブルのデフォルト を使用します。

• 検出された直後のインタフェースをインタフェースプロパティテーブルに挿入する と き

• 既存のインタフェースで、 プロ ト コル関連のプロパティに NULL 値が含まれる場合
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インタフェースプロパティの変更 

インタフェースのプロパティの変更フォームを使用する と、 次のプロパティを変更できます。

• カスタマ

• 場所

• 使用率しきい値

• エラーしきい値

• 廃棄しきい値

• 可用性しきい値

• 速度 ( 着信 / 送信 ) 

このフォームは特に、 1 つのインタフェースについて複数のプロパティを変更する場合、 または

1 つのデバイスの複数のインタフェースを更新する場合に便利です。 必要であれば、 インタ

フェースのプロパティの変更フォームを使用して、 1 回の操作で、 1 つのデバイスに含まれるす

べてのインタフェースを変更するこ と もできます。 ただし この場合、 すべてのインタフェース
が、 速度やしきい値の設定を含む同じ値のセッ トで更新されます。 このフォームにアクセスする

には、 次の手順を実行します。 

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新対象のインタフェースを選択します (1 つのデバイスのす

べてのインタフェースを更新するには、 そのデバイスを選択します )。 [ オブジェク ト固有のタ

スク ] の下に、 [ インタフェースのプロパティの変更 ] フォームが表示されます。  

3 [ インタフェースのプロパティの変更 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 インタフェースを選択し、 必要に応じて割当て、 しきい値、 速度、 または通信モードの値を
更新します。  

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [ はい ] を、 変更を保

存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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カスタマと場所の変更 

インタフェースのカスタマの変更フォームと インタフェースの場所の変更フォームを使用する
と、 インタフェースをカスタマまたは場所に割り当てるこ とができます。 これらのフォームを使

用する と、 1 つのインタフェースを更新するこ と も、 1 つのカスタマまたは場所に 1 つのデバイ

スに含まれるすべてのインタフェースを割り当てるこ と もできます。

カスタマまたは場所の割当てを変更するには、 次の手順を実行します。 

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースに移動して選択します。 デバイスの

すべてのインタフェースを更新する場合は、 デバイスを選択します。 フォームが [ オブジェク

ト固有のタスク ] の下に表示されます。  

3 [ インタフェースのカスタマの変更 ] または [ インタフェースの場所の変更 ] をダブルク リ ッ ク しま

す。 フォームが開きます。

4 選択リ ス ト を使用して、 割当てを更新します。  

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [ はい ] を、 変更を保

存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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インタフェースの説明の変更

インタフェースの説明を変更するには、 フォームを使用します。 次の手順を実行します。 

1. [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースに移動して選択します。 デバイスに
含まれる 1 つまたは複数のインタフェースを更新する場合は、 デバイスを選択します。 イン
タフェースの説明の変更フォームが [ オブジェク ト固有のタスク ] の下に表示されます。  

3. [ インタフェースの説明の更新 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4. 変更するインタフェースを選択します。

5. デバイスを選択してこのフォームを開いた場合は、 そのデバイスのすべてのインタフェース
がテーブルに表示されます。 インタフェースの 1 つを選択して説明を更新し、 [ 適用 ] をク
リ ッ ク します。 この操作を繰り返して、 複数のインタフェースの説明を更新します。  

6. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [ はい ] を、 変更を保
存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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指定インスタンスポーリングの設定

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 5 つのポーリ ングルールをサポート しています。 その
うちの 1 つである [ ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ ] を適用する と、 収集対象を選
択したインタフェース ( ポーリ ングフラグが設定されたインタフェース ) のみに限定できます。 
インタフェースのポーリ ングフラグを設定する方法はいくつかあ り ます。 その 1 つに、 インタ
フェースポーリ ングフラグの管理フォームの使用があ り ます。 

インタフェースポーリ ングフラグの管理フォームを使用してインタフェースのポーリ ングフラグ
を設定するには、 次の手順を実行します。 

1. [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するデバイスに移動して選択します。 インタフェース
ポーリ ングフラグの管理フォームが [ オブジェク ト固有のタスク ] の下に表示されます。  
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3. [ インタフェースポーリングフラグの管理 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4. 変更するインタフェースを選択します。 [CTRL] キーまたは [SHIFT] キーを使用する と複数
のインタフェースを選択できます。  

5. 必要なポーリ ングフラグ設定を選択します ([ オン ] または [ オフ ])。  

6. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存
せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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データフ ィルタ リング、 準備、 およびログレベル

データフ ィルタ リング

デフォルトの設定は、 0 です。 データフ ィルタ リ ングが 0 に設定されている と、 収集対象インタ

フェースのデータはすべてデータパイプからレポートパッ クに転送されます。 

ネッ ト ワークで新しいデバイスまたはインタフェースが検出され、 ポーリ ングされる と、 それら
のデバイスおよびインタフェースのプロパティ行がレポートパッ クに追加されます。

データフ ィルタ リ ングが 1 に設定されている と、 データのみがレポートパッ クに転送されます。 
レポートパッ クで準備されていないインタフェースのデータが収集される と、 そのデータは廃棄
されます。

準備モード

デフォルトの設定は、 0 です。 準備モードが 0 に設定されている と、 既存の値が、 ネッ ト ワーク
から収集されたインタフェースの ifSpeed、 ifType、 ifDescr の値によって上書きされません。  

データフ ィルタ リ ングが 0 に設定されている場合、 レポートパッ クに存在しない新しいインタ

フェースが検出される と、 これらの属性には収集されたデータが一度だけ設定されます。

準備モードが 1 に設定されている と、 既存の値が、 ネッ ト ワークから収集されたインタフェース

の ifSpeed、 ifType、 ifDescr の値によって上書きされます。

ログレベル

ログレベルは、 次のよ うに設定できます。

• 0 - エラーのみ

• 1 - 標準 ( デフォルト )

• 2 - 最大

設定の変更

データフ ィルタ リ ング、 準備、 またはログレベルの設定を変更するには、 次の手順を実行しま
す。 

1. [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。  

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 管理対象オブジェク トのいずれかを選択します。 [ 全般的なタ
スク ] ウ ィンド ウにフォームが表示されます。  

3. [ インタフェースレポーティ ングの管理 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4. 変更する管理項目を選択し、 次に新しい設定を選択します。  

5. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存
せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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例外多発箇所の特定

Interface Reporting は、 例外多発箇所の特定に役立つ次の 5 つのレポート を提供します。 

• 例外のホッ ト スポッ ト (Exceptions サブフォルダー )

• デバイス例外のホッ ト スポッ ト (Device フォルダー )

• 例外のホッ ト スポッ トの ト ランク (VLAN フォルダー )

• VLAN 例外のホッ ト スポッ ト (VLAN フォルダー )

• 例外のホッ ト スポッ ト EtherChannel (EtherChannel フォルダー )

例外のホッ ト スポッ ト レポートには、 インタフェースが例外数の多い順に表示されます。 選択

テーブルに続いて、 3 つのグラフが表示されます。 

• 例外数 ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 各種例外に関する過去 30 日間の平均値、 最大値、 およびしきい値

• 通信方向別に表示される各種例外の日単位の平均発生率

最初のグラフは、 例外の発生状況が比較的に単調に推移しているか、 またはさまざまな例外が発
生しているかを示します。 発生状況が単調な場合、 問題は一種類の例外に起因していますが、 さ
まざまな例外が発生している場合、 問題は数種の例外に起因しています。 2 つ目のグラフでは、

例外の発生状況をしきい値に照らし合わせて確認できます。 3 つ目のグラフは、 利用可能な帯域

幅に占める使用率、 廃棄、 およびエラーの例外の発生率を示します。 インタフェースが全二重の

場合、 着信と発信の両方向のト ラフ ィ ッ クに関するデータが表示されます。 

デバイス例外のホッ ト スポッ ト レポート も同様です。 このレポートでは、 最初にカスタマ、 次い

でデバイスを選択します。 データはデバイス単位で集約されています。 このレポート を使用する

と、 最も例外を生成しているデバイスを特定できます。 選択テーブルに続いて、 3 つのグラフが

表示されます。 

• 例外数 ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 各種例外に関する過去 30 日間の平均値

• 各種例外の日単位の平均発生率

以下に、 次の 3 つのレポートのサンプルを示します。 

• 例外のホッ ト スポッ ト  

• デバイス例外のホッ ト スポッ ト  

• 例外のホッ ト スポッ トの ト ランク
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各種例外の調査

Interface Reporting は例外を発生件数と種類別の 2 つの方法で表示します。 前日に最も例外が多

発したインタフェース とデバイスを調べたり、 特定種類の例外が発生したインタフェースを調べ
たりするこ とができます。 例外の発生件数について調べるには、 ホッ ト スポッ ト レポート を使用

します。 例外の種類について調べるには、 次の 3 つのレポート を使用します。 

• 廃棄例外

• エラー例外

• 使用率例外

この 3 つのレポートのフォーマッ トはよ く似ており、 次の情報が表示されます。

• インタフェースを例外数の多い順に表示する選択テーブル 

• 例外数の合計を示す棒グラフ ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 最大値、 平均値、 およびしきい値が比較できる折れ線グラフ

• 最近測定された最大発生率およびその発生日時の一覧

選択テーブルには、 前日の例外発生状況が表示され、 表示されている特定の例外の発生件数、 イ
ンタフェースの速度、 および設定されているしきい値が示されます ( しきい値にはデフォルト値

が設定されます。 これらの値は、 フォームで変更するか、 更新されたしきい値を含むプロパティ
ファ イルをインポートするこ とで変更できます )。 

最初のグラフには、 例外数が表示されます。 毎時のグラフは過去 2 日間の情報が、 日次のグラフ

は過去 30 日間の情報が表示されます。 前日の例外数に異常が見られる場合、 その例外数を日次

のグラフに照らし合わせて、 過去に記録した正常時の状況を把握して ください。 2 つ目のグラフ

では、 平均値と最大値をしきい値と比較するこ とができます。 

グラフの下には、 最近測定された最大発生率の一覧が表示されます。 各最大発生率は日付と共に
表示されているため、 これらの情報がいつ記録されたものか正確に把握できます。 この リ ス ト を

使用して、 前日の合計と過去の合計を比較し、 最大発生率が毎日同じ時間に発生しているかを確
認できます。 

以下に、 3 つの例外レポートのサンプルを示します。
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場所とプロ ト コルの調査

Interface Reporting には、 2 つのサマ リーレポートが含まれています。 1 つは、 場所ごとにパ

フォーマンスデータを要約し、 場所の観点から見たパフォーマンスを示します。 も う 1 つは、 プ

ロ ト コルごとにパフォーマンスデータを要約し、 プロ ト コルの観点から見たパフォーマンスを示
します。 どちらのレポートでも主要な測定項目は、 通信量、 例外数、 および使用率です。

サマ リーレポートは、 複数のシステムに関するデータを集約して提供します。 場所サマ リーレ

ポートには、 次の情報が表示されます。

• 場所ごとのアクティブな監視対象インタフェースの数

• 場所ごとのカスタマ別の通信量

• 場所ごとの全カスタマの通信量

• 場所ごとの毎時、 日次、 および月次の例外数に関する分析情報

• 場所ごとの毎時、 日次、 月次の使用率 

プロ ト コルのエグゼクティブサマ リーレポートには、 次の情報が表示されます。

• プロ ト コルごとのアクティブな監視対象インタフェースの数

• プロ ト コルごとのカスタマ別の通信量

• プロ ト コルごとの全カスタマの通信量

• プロ ト コルごとの毎時、 日次、 および月次の例外数に関する分析情報

• プロ ト コルごとの毎時、 日次、 月次の使用率

カスタマごとに場所を調査するこ と も、 または場所の全カスタマのパフォーマンスデータを同時
に参照するこ とでその場所を調査するこ と もできます。 同様に、 カスタマごとにプロ ト コルのパ

フォーマンスを調べるこ と も、 すべてのカスタマについて調べるこ と もできます。 

サマ リーレポート を使用する と、 場所ごと またはプロ ト コルごとに、 動作中の監視対象インタ
フェースの数や例外数を比較するこ とができます。 特定のカスタマの環境に設置された機器また

は特定の場所に設置された機器をアップグレードする必要がある場合、 サマ リーレポートによ り
その必要性がはっき り します。 また、 例外数を減少させるために特定の場所に設置された機器を

最近アップグレード した場合、 場所のサマリーレポートによって状況が改善されたこ とが確認で
きます。

以下に、 2 つのサマ リーレポートのサンプルを示します。 
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将来的な使用率の予測

Interface Reporting では、 時折発生する ト ラフ ィ ッ クの急増によ り発生する例外を監視できま

すが、 使用率の緩やかな増加によって数ヵ月後に発生する可能性のある潜在的な容量不足も確認
できます。 Interface Reporting には、 次のキャパシティプランニングレポートが含まれていま

す。

• ビジー時間のキャパシティプランニング

• 場所のキャパシティプランニング

• 場所のキャパシティプランニング

• プロ ト コルのキャパシティプランニング

ビジー時間のキャパシティプランニングレポートは、 ベースラインビジー時間の平均値 (42 時間

測定されたビジー時間の平均値 ) と この平均値の増加量または減少量の予測値に焦点を当てま

す。 選択テーブルでは、 インタフェースがベースラインビジー時間の F30 予測値の順に並んでお

り、 各インタフェースの次の統計情報を比較できます。

• ベースラインビジー時間

• ベースラインビジー時間の F30 予測値

• 使用率しきい値

ベースラインビジー時間は、 毎日少しずつ変化します。 これは、 毎日、 平均値を算出する計算か
ら最も古いビジー時間の値が除外され、 新しいビジー時間 ( 前日の値 ) が追加されるためです。 
各ビジー時間の値は、 それ自体が平均値であ り (4 つのサンプル値に基づく )、 ピーク時の使用率

とは異なるこ とに注意して ください。 ビジー時間に含まれるサンプル値には、 実際の使用率が平

均を大き く上回る ( または下回る ) ものがあ り ます。 

その他の 3 つのキャパシティプランニングレポートはカスタマごとに情報を表示するため、 最初

の手順はカスタマを選択するこ とです。 する と、 選択テーブルにはそのカスタマに属するデバイ

ス、 場所、 またはプロ ト コルが一覧表示されます。 これらのデバイス、 場所、 またはプロ ト コル

は、 増加率の高い順に表示されます。 増加率は F30 予測値をベースラインビジー時間で除算す

るこ とで算出されます。 4 つのキャパシティプランニングレポートのいずれでも、 選択テーブル

の下に予測データのグラフとサービスのグレードに関するグラフが表示されます。 予測データの
グラフには、 ベースラインの詳細、 F60 値、 F90 値、 および各曜日の値が、 サービスのグレード

のグラフには、 廃棄、 エラー、 および使用率に関する例外が発生した際の影響が点数化されて表
示されます。

以下に、 2 つのキャパシティプランニングレポートのサンプルを示します。 1 つ目のレポートは

Interface フォルダーに、 2 つ目のレポートは Device フォルダーにあ り ます。
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サービスレベルの管理 

一般的に、 サービスプロバイダとカスタマの間に結ばれるサービスレベル契約は、 最小限の応答
時間と最大限の可用性を保証します。 サービスレベル管理レポートの目的は、 その両者のために

サービスレベルの監視方法を改善し、 精度を高めて契約違反をよ り容易に特定できるよ うにする
こ とです。 

SLM レポートは、 SNMP の応答時間と可用性に主眼を置いています。 応答時間は、 管理インフ

ラス ト ラ クチャで発生する遅延、 つま りデータパイプとポーリ ング対象のデバイス間の遅延を示
します ( ク ラ イアン ト とサーバー間の遅延ではあ り ません )。 SNMP 応答時間が大き くても、 必

ずし もユーザーに同じ遅延が発生している とは言えませんが、 デバイスが遅延の原因である場合
には、 ユーザーにも同様の遅延が発生している可能性があ り ます。

可用性は、 デバイスが動作している時間の割合 (%) を示します。 この測定項目では、 SNMP の

sysUpTime 属性によって報告される情報をも とにデバイスが停止したと判断します。 各インタ

フェースの可用性を算出するため、 OVPI は、 デバイスの sysUpTime 値を 2 つのインタフェー

ス属性 ifOperStatus と ifLastChange と組み合わせます。

SLM レポート を使用する と、 可用性または応答時間に問題のある、 特定のインタフェース、 デ

バイス、 プロ ト コル、 および場所を見つけるこ とができます。 Interface フォルダーのレポート

は、 インタフェースごとに情報を表示するため、 最初にデバイス と インタフェースの組み合わせ
を選択します。 その他の SLM レポートはカスタマごとに情報を表示するため、 カスタマと各要

素の組み合わせを選択します。 

先頭の選択テーブルには、 前日の可用性が示されており、 各項目は可用性の低い順に並べられて
います。 右のグラフで時間ごとの可用性を確認し、 次に毎時のグラフと日次のグラフを比較し

て、 前日の動作状況が再発性のない偶発的な現象か、 長期的な変化の兆候であるかを調べます。 
2 つ目の応答時間のテーブルには、 前日の応答時間が応答時間の長い順に表示されます。 

Interface Reporting には、 4 つのサービスレベル管理レポートが含まれています。 以下に 2 つの

サンプルを示します。 1 つは Interface フォルダーに、 も う 1 つは Device フォルダーにあ り ま

す。
85



86



第 11 章
87



88



12
管理レポート

次の表に、 各管理レポートが表示する情報の概要を示します。

管理レポート 提供される情報

設定と ロギング • 以下の設定 :
— ログレベル

— データフ ィルタ リ ング

— 準備

• ログの最新情報の一覧

• ログメ ッセージは、 コンポーネン ト別に表示される

• 各ログメ ッセージには時刻情報が含まれる

• 各ログメ ッセージには継続時間 ( 秒単位 ) が含まれる

• IR_map_p は、 最も一般的なコンポーネン ト

• ポーリ ングごとのログメ ッセージの数 ( サンプルレポー
トではポーリ ングごとに 2 個 ) は、 インタフェースの種
類の数によって異なり ます

インベン ト リ • カスタマの一覧

• カスタマごとのデバイスの一覧

• IP アドレス、 ベンダー、 モデル、 説明

• 各デバイスのインタフェースの一覧

• 各インタフェースの属性 :
— AdminStatus

— プロ ト コル

— 全二重 / 半二重

— 速度

— しきい値

— 説明

ト ップレベルインベン ト リ • ベンダーおよびモデル別のインタフェースの一覧

• カスタマごとのインタフェースの合計数

• ベンダーおよびモデル別のデバイスの一覧
89



次のレポートのサンプルを以下に示します。

• 設定と ロギング

• インベン ト リ

• システムパフォーマンス

システムパフォーマンス 過去 2 時間に発生したプロセス :

• 名前

• 開始時間

• 継続時間

• 状態

• 各プロセスの継続時間を秒単位で示す棒グラフ

前日から継続しているプロセス :

• 名前

• 開始時間

• 継続時間

• 状態

• 各プロセスの継続時間を秒単位で示す棒グラフ

管理レポート 提供される情報
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テーブルおよびグラフの編集

テーブルとグラフはいずれも複数の方法で表示できます。 通常はデフォルトのビューで十分です

が、 別のビューに変更するのは簡単です。 レポート ビューアアプ リ ケーシ ョ ンを使用している場
合には、 オブジェク ト を右ク リ ッ クする と、 ビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。 Web ア

クセスサーバーを使用してレポート を表示している場合には、 次の手順に沿って、 テーブルやグ
ラフのデフォルト ビューを変更して ください。

1 リ ンクバーの [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

2 ナビゲーシ ョ ンフレームの [ レポート ] を展開します。

3 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

4 [ 要素編集の許可 ] ボッ クスを選択します。

5 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

6 テーブルまたはグラフの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [Edit Table] アイコン

を選択する と、 テーブルビュー オプシ ョ ンの一覧が開きます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更したり絶対時間範囲を設定したりするには、 [ 期間の設定 ] を
選択して ください。 [ 期間の設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

テーブルに表示する対象の期間を、 たとえば 42 日から 30 日や 7 日に、 短縮できます。 過去のあ

る日から昨日以前の日までの具体的な期間を指定したい場合には、 [ 絶対時間の使用 ] をク リ ッ ク

し、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択します。
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テーブルのビューオプシ ョ ン
制約を緩くあるいは厳し く して、 制約を満たす要素の数を増やした り減らした りするには、 [ 制
約値の変更 ] を選択して ください。 [ 制約値の変更 ] ウ ィンド ウが開きます。 制約を緩くするには値

を小さ く、 制約を厳し くするには値を大き く設定します。

[ ノード / インタフェースの選択 ] を選択する と、 テーブルの対象を特定のノードや、 特定のインタ

フェース、 ノードやインタフェースの特定のグループに制限して、 テーブルのスコープを変更で
きます。 [ ノードの選択タイプを選択します ] ウ ィンド ウが開きます。

[ 最大行数の変更 ] を選択する と、 テーブルに表示する行数を増やしたり減らした りできます。 デ
フォルトは 50 行です。 デフォルト よ り大きい値を指定する と、 テーブルを開くのにかかる時間

が長くなる可能性があ り ます。 大規模なネッ ト ワークの場合には、 デフォルト値を使う とテーブ

ルが最も速く開きます。 

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と、 次の図のよ うに、 テーブルが [ テーブルビューア ] ウ ィンド

ウ内に開きます。 必要に応じてウ ィンド ウのサイズを調整し、 テーブル内のデータを読みやすく

して ください。 
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グラフのビューオプシ ョ ン

グラフを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [ グラフの編集 ] アイコ

ンを選択する と、 次のよ う なビューオプシ ョ ンの一覧が開きます。 

次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明します。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ ノード / インタフェースの選

択 ]
上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 表示データ ] グラフ上のそれぞれの点について、 データを
スプレッ ドシートに表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド線をグラフに追加する

X 軸のグ リ ッ ド線

Y 軸のグ リ ッ ド線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] 凡例を削除または移動する  

[ スタイル ] 下記の図を参照

[ 最大行数の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ データテーブルの表示 ] 下記を参照
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グラフのビューオプシ ョ ン
スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と、 グラフの 7 つのビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

[ 要素を CSV と してエクス

ポート ]
上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 新規フレームで表示 ] [ グラフビューア ] ウ ィンド ウにグラフを開く

[ グラフの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

オプシ ョ ン 機能
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第 13 章
[ スタイル ]>[ 面グラフ ]

プロ ッ トチャートや棒グラフを面グラフに変更します。 このフォーマッ トでは、 相対値や合計値

は見やすくな り ますが、 小さなデータ型の絶対値は見にく くなるこ とがあ り ます。 色の帯の任意

の場所をク リ ッ クする と、 その場所の正確な値が表示されます。

グラフの期間を短くするには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウスの左ボタンで注目したい期間

を強調表示します。 マウスボタンを離すと、 選択した期間が表示されます。

[ スタイル ]>[ 積み上げ面グラフ ]

面グラフやプロッ ト グラフを積み上げ面グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数を表示
するのに適しています。
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グラフのビューオプシ ョ ン
[ スタイル ]>[ 棒グラフ ]

グラフを棒グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数の比較的近い値を表示するのに適し
ています。 次のグラフには 3 つの変数が表示されています。

[ スタイル ]>[ 積み上げ棒グラフ ]

プロ ッ ト グラフや面グラフを積み上げ棒グラフに変更します。 フレームの幅を広げる と、 時間の
目盛りは 1 時間単位になり ます。 フレームの高さを広げる と、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で
表示されます。
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[ スタイル ]>[ 折れ線グラフ ]

面グラフの色の帯を線に変更します。 フレームの幅を調整する と、 データポイン ト を時間単位に

するこ とができ、 フレームの高さを調整する と、 呼び出しボ リ ュームを整数にするこ とができま
す。

[ スタイル ]>[ 円グラフ ]

面グラフを円グラフに変更します。 面グラフの帯が円グラフの 1 つの区切りにな り、 円グラフ全

体が 24 時間を表すよ うにな り ます。 このビューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く、 対象のデータが 1 日分の場合です。
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グラフのビューオプシ ョ ン
複数の日のデータを見る場合には、 1 日につき 1 つの円グラフが、 複数表示されます。 

[ データテーブルの表示 ]

このオプシ ョ ンを選択する と、 グラフがスプレッ ドシートに変わり ます。 

[ 新規フレームで表示 ]

グラフが [ グラフビューア ] ウ ィ ンド ウ内に開きます。 ウ ィンド ウのサイズを調整して読みやす

く して ください。 
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用語集
可用性

デバイスが動作している時間の割合 (%)。 sysUpTime 変数の値によってデバイス停止が判定され

ます。 デバイスの sysUpTime と、 インタフェースの ifOperStatus および ifLastChange を組み

合わせて算出されます。 

平均ボリューム

この測定項目は、 キャパシティプランニングレポートに表示されます。 ベースライン期間中に測

定された一日当たりの通信量の平均値を指します。

ベースラインビジー時間

現在測定中のベースライン期間に記録されたビジー時間に関する 42 個の測定値の平均値です。 
この値は毎日変化します。 前日のビジー時間が平均ビジー時間の計算に組み込まれる と、 翌日の

値は異なるものになり ます。 ベースラインビジー時間と将来的なベースラインビジー時間の予測

の値は、 キャパシティプランニングレポートに表示されます。 

ビジー時間

この値は、 比較的継続する現象を反映しており、 ベースライン収集期間中に測定された複数のビ

ジー時間値と組み合わせて、 今後のパフォーマンスの予測に使用されます。 ビジー時間値は、 1
時間の間に収集された複数のサンプル値を平均したものです。 ビジー時間とピーク時の使用率を

混同しないよ うにして ください。 ビジー時間中、 実際の使用率はビジー時間平均よ り も大幅に大

きい場合もあ り ます。 

国

この値は、 データを準備するインタフェースによってインポート されます。 データが準備されな

い場合、 フ ィールドには unknown と表示されます。

日単位

過去 31 日間に収集された日単位のパフォーマンス情報を示すビュー。 このビューに含まれる最

も新しい情報は、 前日に収集されたものです。

曜日

ベースラインデータに基づく、 各曜日ごとの増加率に関する予測情報。 
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廃棄率

インタフェースによって廃棄されるパケッ トの割合 (%)。 廃棄に関するデータのサンプル値は、

各ポーリ ング周期で取得されます ( デフォルトでは 1 時間に 4 回 )。 OVPI は、 このサンプル値

に基づいて廃棄率の平均値と最大値を算出します。 

廃棄しきい値

廃棄されたパケッ トの割合が許容範囲から異常な状態へと変化する時点と して設定された値。 測

定値がこの値を超過する と、 応答時間が影響を受ける可能性があ り ます。 インタフェースが全二

重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。

エラー率

インタフェースによって報告される、 エラーのあるパケッ トの割合 (%)。 エラーに関するデータ

のサンプル値は各ポーリ ング周期で取得されます ( デフォルトでは 1 時間に 4 回 )。 OVPI は、

このサンプル値に基づいてエラー率の平均値と最大値を算出します。 

エラーしきい値

エラーと報告されたパケッ トの割合が許容範囲から異常な状態へと変化する時点と して設定され

た値。 測定値がこの値を超過する と、 応答時間が影響を受ける可能性があ り ます。 インタフェー

スが全二重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。

F30 / F60 / F90

30 日後、 60 日後、 90 日後の予測使用率 ( または通信量 )。 ベースライン期間のビジー時間レベ

ルに直線回帰を適用して算出されます。

グループ

この値は、 データを準備するインタフェースによってインポート されます。 データが準備されな

い場合、 フ ィールドには unknown と表示されます。

増加率

F30 使用率を平均ビジー時間で割った値。

時単位

過去 2 日間と当日の経過した部分のパフォーマンスを示すビュー。 最小の時間範囲は 48 時間、

最大は 72 時間です。 

インタフェース

デバイスの SNMP ifTable の項目。 物理的または論理的なインタフェースを示します。

場所

データを提供するインタフェースによってインポート される値。 データが提供されない場合、

フ ィールドには unknown と表示されます。

月単位

過去 2 年間に収集された月単位のパフォーマンス情報を示すビュー。 データ収集が少なく と も

1ヶ月間行われるまでは、 何も表示されません。
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用語集
プロ ト コル

列挙されたインタフェースの ifType に関連付けられたテキス ト形式の名前。

応答時間

ネッ ト ワーク管理システム内で発生する遅延。 厳密にはデータパイプとデバイスの間の遅延を指

します。 デバイスが原因で遅延が発生している場合、 この値はデバイスの リ ソースに問題がある

可能性を示しています。

しきい値

パフォーマンスの正常と異常の境界となる値。 この値を超える と、 例外が記録されます。 しきい

値にはデフォルト値が設定されていますが、 必要に応じて簡単に変更できます。 

使用率

インタフェースが許容可能なデータ ( オクテッ ト ) の総数に占める実際に通過したデータの割合。

許容可能なデータの総数は、 ifSpeed プロパティの値です。 インタフェースが全二重の場合、

テーブルには各通信方向の使用率が表示されます。 インタフェースのグループの使用率は、 グ

ループ内で 「up」 状態 ( 動作中 ) のすべてのインタフェースを通過する全通信量を、 利用可能な

帯域幅の合計で割るこ とによって算出されます。 インタフェースのグループの使用率は、 グルー

プ内のすべてのインタフェースが同じプロ ト コルを使用している場合に、 よ り信頼性が高くな り

ます。

使用率しきい値

インタフェースを通過するデータ ( オクテッ ト ) の量の変化がネッ ト ワークユーザーとの間に結

ばれたサービスレベルに違反したとみなされる時点と して設定された値。 インタフェースが全二

重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。
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